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データを活用した営農管理を学びました 

営農支援・栽培支援システムをテーマに研修会を開催 

 

 みい地区担い手営農組織連絡協議会と三井地区農業振興協議会が、1月 30日に営農支援・

栽培支援システムをテーマとし、水田農業の生産組織のリーダーを対象とした研修会を共催

しました。 

当地区においては GPS 付きトラクタや田植機、ドローン、収量センサ付きコンバインな

どのスマート農業機械（ハード面）の導入は進んでいるものの、営農支援・栽培支援システ

ムなどのソフト面の活用事例はまだまだ少ない状況です。スマート農業は、ハードとソフト

の両面を上手く連携・活用することが営農改善により効果的であるため、今回はスマート農

業のソフト面の知識、関心を深めることを目的に研修会を実施しました。 

研修会では、営農支援システム「アグリノート」と栽培支援システム「ザルビオフィール

ドマネージャー」の 2つのシステムについて、各社から講師を招き、講演いただきました。 

研修会後のアンケートでは、「参考になった」という回答が 7割強、「使用してみたい」とい

う回答が 3割弱となり、データ活用による営農管理への関心の高さがうかがえました。 

今後も普及指導センターでは、スマート農業などの先進技術の調査研究、情報提供などに

より地域農業の抱える課題解決に向けて、関係機関と一体となって支援していきます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ  TEL  0942-47-5101 

              FAX  0942-47-5105 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://www.pref.fukuoka.lg.jp/soshiki/4705101/html 

 

地域振興課  水田農業係 

研修会の様子 アグリノートのほ場管理画面 ザルビオフィールドマネ

ージャーの地力マップ 


